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近年、グリーンインフラが持続可能な社会・経済・環境の形成に大変寄与するもの

として注目されており、国を挙げて自然環境が持つ多様な機能をインフラ整備など

の国土管理に活用していこうという機運が高まっています。 

しかしながら、昨年 11 月 30 日にグリーンインフラ官民連携プラットフォームと

共催しました業界団体セミナー＆ワークショップでは、その推進に向けてグリーン

インフラの定義が明確でない、費用対効果がわからない等々の様々な課題が浮き彫

りになっています。 

こうした状況を踏まえ、先ずは雨水貯留浸透業界が目指すべきグリーンインフラ

がどういうものかを見つめ直すことから始めたいと考え、協会内に多用な機能を持

つ雨水貯留浸透技術に関して調査研究・技術開発および評価を検討する、会員の自

主的運営による「グリーンインフラを考える勉強会（GI 勉強会）」を発足させるこ

ととなりました。 

初年度は、雨水貯留浸透業界が目指す GI とは何かの基準づくりのための調査を

行い、「雨水貯留浸透 GI とは」の枠組みや基準が出来上がった後に、「認証制度」

「研究開発」「広報・普及」等の分科会を勉強会会員の合意のもと設置できればと

思慮しています。また、こうした活動を通して、グリーンインフラの普及や流域治

水の進展に貢献できればとも考えています。 

つきましては、本勉強会に参加される会員を募集したいと存じます。次頁の企画

案等をご一覧のうえ、ご参加いただける場合は、参加申込書のご提出をお願いいた

します。 
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「グリーンインフラを考える勉強会」企画案 

1. なぜ、GI 勉強会が必要？ 

 グリーンインフラは、単なる緑を配置することではなく、緑地や土壌の持つ雨水の浸透・貯

留機能などの水循環プロセスを積極的に取り込んだ、都市域を中心に持続的な雨水管理機能を

持つ重要なインフラと考えています。したがって、雨水協会における GI 勉強会は、今後のグ

リーンインフラ推進に必要不可欠と考えます。 

 

図 1 雨水貯留浸透技術における GI の現状と期待 

 

2. GI 勉強会の進め方 

  GI 勉強会の進め方は、勉強会発足後に参画会員で決めていきますが、例えば表 1および図 2

は、工法・製品開発等の活動内容と進め方のイメージを示したものです。 

 

表 1 工法・製品開発等の活動内容イメージ 

発足当初 
GI における雨水貯留浸透技術のルールを参加会員にて協議 

GI 基準（ルール）の設定 

以降 

現状技術のＧＩ基準での評価 

雨水 GI 認証を含めた広報普及 

補助事業等への陳情 

 

GIの課題国の動向

世界情勢

我々の強み

GI勉強会への期待

 SDGs、カーボンニュー
トラルからの環境重視
型経営への転換

 ESG投資
 気候クライシス

 GIのカテゴリー（GI基準
や線引き）が明確にない

 GIの対費用効果?
連携不足

雨水貯留浸透技術はGIと
親和性が高い

これまでの実績が活用可
能（費用対効果）

 流域治水の推進
 国土交通省を筆頭に国

を挙げてGIを積極的に
推進

 グリーン社会の実現

 GIにおける雨水貯留浸透
技術のポジション確立

 GI基準の設定
現技術の応用展開、新技

術への昇華（ハード・ソフト
の両面から）

プラス要素

プラス要素

プラス要素 マイナス要素



 

図 2 新工法・製品等の研究開発の進め方イメージ 

 

3. GI 勉強会とは 

  GI 勉強会は、雨水協会会員による自主的運営方式の研究会です。その目的・事業について

は、正会員から募った“GI 準備会”において起草された別紙の「グリーンインフラを考える勉

強会」運営規約案を参照ください。 

なお、本規約案はあくまでもたたき台ですので、GI 勉強会参加の正会員にて、改めて作成

します。 

勉強会の開催頻度は、定例会月 1回を予定していますが、参加会員で決定します。また、活

動・運営のために会費を徴収します。会費についても参加会員で決定します。なお、徴収した

会費の中から事務局の経費を補填させていただきます。 

 

4.申込について 

随時参加申込を受け付けております。 

入会申込書に必要事項をご記入の上、下記までお申込ください。 

  〒102-0083  

千代田区麹町 3-7-1 半蔵門村山ビル 1F 

公益社団法人 雨水貯留浸透技術協会  担当者：平田 京子 

電話 03-5275-9591  FAX03-5275-9594  E-mail gi-usui@arsit.or.jp 
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2022年度（予定） 以降 分科会等で継続実施



「グリーンインフラを考える勉強会」運営規約 

 

（設置） 

第1条 公益社団法人 雨水貯留浸透技術協会（以下「雨水協会」という。）に、グリーンインフラを考える勉強会

（以下「GI 勉強会」という。）を置く。 

（目的） 

GI 勉強会は、多様な機能を持つ雨水貯留浸透技術に関して調査研究・技術開発および評価の検討を行う。 

本活動によりグリーンインフラの普及や流域治水の進展に貢献することを目的とするものである。 

（事業） 

第2条 GI 勉強会では、以下に掲げる事業を行うものとする。 

    a  多様な機能を持つ雨水貯留浸透技術に関する調査研究・技術開発 

     b  費用対効果を示すことができる指標の提案(評価) 

     c  技術者の育成と産官学民間の有機的ネットワークの活用 

     d  協会技術指針への反映と認証制度の提案 

     e  普及拡大のためのビジネスモデルの提案と広報 

（会計年度・会計報告） 

第3条 GI 勉強会の会計年度は、毎年 6月 1 日から翌年 5 月 31 日までとする。 

会計年度終了後、2 ヶ月以内に会計報告を作成し、参加者全員に報告を行なう。 

（会員） 

第4条 GI 勉強会の会員は、第 2 条の目的に賛同する雨水協会会員、学術研究者、雨水協会事務局、当勉強会内で

必要と認めた企業、団体、有識者等とする。 

２．入会を希望する者は、事務局にその旨を申請する。 

３．GI 勉強会の退会は任意とする。なお退会する場合は、各会計年度末を期日とし、年度途中での退会は認め

ないものとする。 

（成果の取扱い） 

第5条 GI 勉強会の成果の取り扱いなどに関しては、勉強会設立に関する内規による。 

（会費） 

第6条 GI 勉強会の会員は、毎年度会費 30,000 円※を納入するものとする。 

（※但し、次年度計画において上記金額を協議の上見直すことができる） 

２．GI勉強会で認めた者については、会費を減額または免除することができる。 

３．会費を２年以上滞納した者は、当勉強会の会員資格を失うものとする。 

（リーダ・サブリーダ） 

第7条 GI 勉強会には、研究会の全体を統括し、運営を主導するリーダを、リーダを補佐するサブリーダを設け

る。リーダおよびサブリーダは参加者の互選によって選出する。 

２．リーダに事故があるとき、又はやむを得ない事情があるときは、サブリーダがその任に当たる。 

（運営委員会） 

第8条 GI 勉強会に必要に応じて運営委員会を置く。 

２．運営委員は、各分科会の連絡調整を図り、GI 勉強会の全体運営の方向性や妥当性を審議する。 

３．運営委員は会員の互選により選ばれた者をもって構成するものとする。 

４．運営委員会に運営委員長を置く。 

５．運営委員長は、原則学術研究者とする。 

（分科会） 

第9条 GI 勉強会の目的である事項の研究･開発を行うため、必要に応じて、GI 勉強会に運営委員会の承諾をもっ

て分科会を設置する。分科会は参加を希望する会員をもって構成する。 

２．分科会には、分科会会員の互選により座長を置く。必要に応じて副座長および幹事を置くことができる。 

（事務局） 

第10条 GI 勉強会の事務を処理するため、事務局を置く。 

２．事務局は雨水協会事務局がこれに当たる。 

（実施期間） 

第11条 GI 勉強会の実施期間は、2022 年 6 月 1 日～2025 年 5 月 31 日とする。 

その期間途中での終了、または実施期間以降の継続については、勉強会内で協議、決定する。 

（実施細則） 

第12条 運営要綱に定めるもののほか、必要な事項は別途定める。 

附則 

この要綱は、2022 年 6 月 1 日から施行する。 

 

 

 



入会を希望される方は、入会申込書に必要事項をご記入のうえ、E-mailまたはFAXにてお申込みください。 

 

 

 

 

「GIを考える勉強会」 入会申込書 
年 月 日 

 

 
ご要望・ご質問等があればお書きください 

 
 

 
 

 
 
 

以上 

 

【問い合わせ】 
    〒102-0083  

千代田区麹町 3-7-1 半蔵門村山ビル 1F 
  公益社団法人 雨水貯留浸透技術協会  担当者:平田 京子 

電話 03-5275-9591  FAX03-5275-9594  E-mail gi-usui@arsit.or.jp 
 

企 業 名  

所 在 地 
（〒      ） 

 

電 話  

Ｆ Ａ Ｘ  

担 

当 

者 

所 属  

氏 名  

E-mai l   

運営規約案第2条に記載したな

かで、関心のある事業に〇を

つけてください 

a  b  c  d  e 

申込先  E-mail:gi-usui@arsit.or.jp / FAX:03-5275-9594 


